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修学旅行

修学旅行は日本の学校で生活した方は必ず経験する行事です。今年も１０月２３日・

２４日と京都・奈良方面へ行きました。瀬戸市内の小学校の修学旅行先は京都・奈良方

面です。修学旅行の行き先は学校で決めることもできますが基本的には市内で統一され

ています。今後も京都・奈良方面へ修学旅行として出かけることは変わらないと思いま

す。

修学旅行を初めて行ったのは１８８２年（明治１５年）に栃木県第一中学校（現・栃

木県立宇都宮高等学校）の生徒たちが教員に引率され、東京・上野で開かれた「第二回

勧業博覧会」（万博）を見学したことが「学生・生徒の集団旅行」のはじまりといわれ

ています。しかし、小学校で修学旅行が実施された

のがいつ頃かというのは現在のところわかっていま

せん。修学旅行が多くの学校で行われるようになっ

た理由として、昔は一般庶民の所得が低く、なかな

か遠方へ家族旅行に行く機会も持てなかったため

と、修学旅行によって見聞を広めてもらうことだと

考えられています。確かに私が子どもの頃に家族で

旅行に行ったことは一度もありません。だから、修

学旅行で大型バスに乗ったり飛行場に行って旅客機

を見たりしたときの感動は今でも忘れられません。

瀬戸市内の小学校の修学旅行先は昭和４６年まで三重県の伊勢志摩方面で鳥羽水族館

や二見浦等へ行っていました。その後台風の影響を考え昭和４７年から静岡方面の日本

平・久能山・三保の松原・東海大学海洋博物館・登呂遺跡を見学に行っています。しか

し、東海地震の発生が心配されるようになると昭和５７年から近江・奈良方面、そして

京都・奈良方面へと旅行先が変わってきました。たぶん保護者の多くの方は京都・奈良

方面へ修学旅行に出かけた記憶が残っているのではないでしょうか。

「修学旅行の思い出は」と子どもたちに尋ねると「泊まった宿でいつまでも起きて話

をしていた」「一緒に風呂に入って楽しかった」「お土産を何にするか悩んだ」というよ

うに見学地については、あまり思い出に残っていないものです。私は、「大人になって

からもう一度来てごらん、そうするとまた新しい発見と小学校の頃の思い出がよみがえ

ってくるよ」と話しています。紅葉真っ盛りの京都・奈良へ保護者の方々も出かけられ

てはいかがでしょうか。

自問清掃（じもんせいそう）

この言葉を知っている方は少ないと思います。読んで字のごとく「自問」はしゃべ

らずだまって動いたり活動したりすることです。これを掃除の時間におこなうわけで

す。自問清掃は子どもの自主性を養うことを目的としていて、自分の役割を自覚して

清掃時間に必要な所を自分で見つけてきれいにしていかな

ければなりません。そのため先生からの指示はほとんど無

いというのが特徴です。今、４年生と５年生がこれに取り

組んでいます。自問清掃の習慣が身につくまでは時間はか

かります。しかし、ここで培った自主性は、他の場面で必

ず役立つはずです。子どもたちがどのように変わるか楽し

みです。

はぎやまだより



11月の予定 12月の予定
13日(水)４年校外学習(木曽三川公園) 2日(月)～11日(水)ランニング集会

14日(木)～17日(日) 3日(火)５年校外学習(トヨタ自動車他)

まるっとせとっ子フェスタ 11日(水)５年校外学習(イチビキ工場)

15日(金)５･６年まるっと音楽会参加 13日(金)６年地域交流(餅つき)

20日(水)～22日(金)個人懇談会 20日(金)２学期終業式

28日(木)小中養合同清掃活動 24日(火)冬季休業日～1月6日(月)

10月10日 避難訓練

さくらんぼ学園と合同で2回目の避難訓練を行いま

した。１回目より早い時間で避難することができまし

た。消防署員からお話しを聞き，放水を見学し，煙道

体験を行いました。

10月23日24日 修学旅行

６年生が修学旅行で京都・奈良方面に行きました。

少し雨に降られましたが，様々な場所を見学し，友禅

染めの体験をするなど有意義な旅行となりました。

バスや旅館の中では友だちと楽し

い時間を過ごし，友情も深まり，

思い出に残る旅行となりました。

11月6日 ２年・ひまわり学級秋祭り

２年生とひまわり学級が生活科で秋祭りを行いまし

た。いもの収穫祭でさつまいもを食べ，子ども達が用

意した御輿や様々なゲームで楽しみました。地域のお

年寄りやさくらんぼ学園の友だちも招待しました。

後期児童会役員の紹介

後期がんばりたいこと（写真左より）
老泉秀真さん あいさつ運動，エコキャップ回収運

動をがんばりたいです。

水野香音さん あいさつ運動にがんばって取り組み

たいです。

渡邉由夏さん なわとび大会の種目を増やし，楽し

い大会にしたいです。

中野 薫さん だれとでも仲良くなれるような活動

をしていきたいです。

渡邉史栞さん さくらんぼ学園や萩山小のみんなが

仲良くなれるようにしたいです。

10月18日 福祉実践教室（5年車いす）
10月22日 福祉実践教室（4年点字）

４年生が福祉実践教室で点字を学習しました。目の

不自由な講師の先生に実際の生活について聞き，点字

器を使って点字に挑戦しました。

5年生は車いすを体験しました。狭いコースを通り，

障害物を乗り越えてみて，車いすの大変さを実感する

ことができました。


